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外
交
文
書
の
公
開
は
国
民
の
外
交
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
か
つ
て
日
本
は
こ
の
分
野
で
諸
外
国
に
遅
れ
を
と
っ
て
い

た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
情
報
公
開
法
や
公
文
書
管
理
法
が

施
行
さ
れ
、
状
況
は
改
善
し
た
。
現
在
で
は
文
書
公
開
を
作
成
か
ら

三
〇
年
以
内
に
行
う
国
際
的
な
原
則
を
踏
ま
え
た
運
用
が
な
さ
れ
る

な
ど
、
ア
メ
リ
カ
に
す
ら
ひ
け
を
と
ら
な
い
水
準
に
達
し
て
い
る
。

　

日
本
の
外
交
記
録
公
開
は
二
〇
一
一
年
に
現
在
の
制
度
と
な
っ

た
。
概
ね
二
ヵ
月
に
一
回
、
外
務
省
か
ら
外
交
史
料
館
に
フ
ァ
イ
ル

が
移
管
さ
れ
、
利
用
請
求
を
受
け
る
と
、
審
査
を
経
て
利
用
可
能
と

な
る
。
ま
た
毎
年
年
末
に
は
、
特
に
重
要
と
目
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が

特
別
公
開
さ
れ
、
移
管
と
同
時
に
利
用
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
一
七

年
末
か
ら
は
、
外
交
史
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
特
別
公
開
さ
れ

た
フ
ァ
イ
ル
の
電
子
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
便

性
は
大
き
く
向
上
し
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
い
う
意
味
で
も

有
意
義
な
措
置
で
あ
る
。

　

昨
年
末
に
公
開
さ
れ
た
の
は
主
に
一
九
八
九
年
の
文
書
を
収
め
た

フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。
八
九
年
と
い
え
ば
、
国
際
的
に
は
マ
ル
タ
会
談

や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
よ
る
冷
戦
の
終
結
、
国
内
で
は
昭
和
天
皇

の
崩
御
と
、
内
外
で
時
代
を
画
す
る
変
化
が
あ
っ
た
。
公
開
さ
れ
た

の
は
、
天
安
門
事
件
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の

広
島
市
立
大
学
講
師

武
田 

悠

公
文
書
の
管
理
・
公
開
・
活
用
の
意
義
が
再
認
識
さ
れ
る
昨
今
、

外
務
省
は
外
交
文
書
の
公
開
を
積
極
的
に
続
け
て
い
る
。

昨
年
末
に
公
開
さ
れ
た
文
書
を
手
掛
か
り
に
、

史
料
が
描
き
出
す
日
本
外
交
の
姿
を
読
み
解
く
。

た
け
だ　

ゆ
う　

二
〇
一
一
年
筑
波
大
学
大

学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
修
了
。
博
士（
国

際
政
治
経
済
学
）。
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
研
究
員
、
外
務
省
外
交
史
料
館
外
務
事

務
官
な
ど
を
経
て
、
一
八
年
よ
り
現
職
。
著

書
に
『「
経
済
大
国
」
日
本
の
対
米
協
調
』『
日

本
の
原
子
力
外
交
』
な
ど
。

外
交
記
録
公
開
か
ら
見
る
一
九
八
九
年
の
日
本
外
交

史
料
は
語
る
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設
立
、
大
喪
の
礼
と
即
位
の
礼
、
こ
の
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
や
日
米

首
脳
会
談
な
ど
に
関
す
る
文
書
で
、
一
見
す
る
と
多
種
多
様
で
あ
る

が
、
い
ま
だ
絶
大
な
経
済
力
を
有
し
、
勢
い
の
あ
っ
た
時
期
の
日
本

外
交
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
も
見
出
せ
る
。

　

史
料
を
一
読
し
て
強
く
感
じ
る
の
は
、
当
時
の
日
本
が
有
し
て
い

た
国
際
的
な
存
在
感
で
あ
る
。
大
喪
の
礼
と
即
位
の
礼
の
際
の
い
わ

ゆ
る
葬
儀
外
交
は
空
前
絶
後
の
規
模
と
な
り
、
竹
下
登
首
相
や
宇
野

宗
佑
外
相
が
、
各
国
代
表
と
文
字
通
り
分
刻
み
の
会
談
を
連
日
こ
な

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
国
力
を
背
景
に
、
日
本
に
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
国
際
秩
序
の
形
成
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
強
い
意
欲
が
あ
っ
た
。

天
安
門
事
件
へ
の
対
応
で
も
、
日
本
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、

不
安
定
化
し
た
中
国
は
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
に
好
ま
し
く
な
い
と

い
う
「
ア
ジ
ア
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
主
張
し
、欧
米
に
よ
る
人
権
・

人
道
上
の
強
硬
な
非
難
や
制
裁
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。

　

一
方
で
、
過
去
へ
の
意
識
も
濃
厚
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
設
立
で

積
極
的
に
動
こ
う
と
し
た
通
産
省
に
対
し
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に

類
似
し
た
構
想
と
疑
わ
れ
か
ね
な
い
と
の
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る

記
述
は
興
味
深
い
。
本
当
に
そ
う
懸
念
し
て
い
た
か
は
別
と
し
て
、

当
時
の
外
交
当
局
が
な
お
も
第
二
次
世
界
大
戦
を
強
く
意
識
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
文
書
は
、急
速
に
台
頭
す
る
中
国
を
念
頭
に
、

普
遍
的
な
価
値
観
の
問
題
も
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今

と
は
相
当
に
異
な
る
日
本
外
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

三
〇
年
前
は
大
昔
で
は
な
い
が
、
正
確
な
記
憶
は
存
外
残
り
に
く
い

だ
け
に
、
当
時
の
文
書
を
手
が
か
り
に
振
り
返
る
の
は
有
用
で
あ
ろ

う
。
ま
た
文
書
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
部
分
も
、
三
〇
年
前
で
あ
れ

ば
、
ま
だ
存
命
か
つ
退
職
し
た
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ

と
も
で
き
る
。
実
際
に
昨
年
末
も
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
活

用
し
た
報
道
が
多
数
な
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　

一
方
で
、
改
善
を
期
待
し
た
い
点
も
多
い
。
利
用
請
求
後
の
審
査

に
か
か
る
時
間
が
年
々
延
び
て
い
る
と
い
う
全
体
に
関
わ
る
課
題
の

ほ
か
、
例
え
ば
年
末
の
特
別
公
開
で
は
、
国
民
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
も
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
公
開
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
た
理
由

や
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
外
務
省
が
解
説
を
提
供
し
て

は
ど
う
か
。
こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
沖
縄
返
還
の
よ
う
な

誰
も
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は

そ
の
よ
う
な
国
民
的
な
テ
ー
マ
が
乏
し
く
な
る
時
代
だ
け
に
、
公
開

す
る
側
の
努
力
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
予
算
と
人
員
の
確
保

が
前
提
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
は
、
文

書
の
公
開
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
向
上
と
並
び
、

日
本
外
交
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
ろ
う
。
●




